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自殺対策の基礎知識　「自殺対策としてどのような指標が用いられるでしょうか？」
１．自殺対策で用いられる指標
(1) 自殺者数(警察統計と人口動態統計)・自殺率
　自殺対策の指標として、年間の自殺者数と自殺率（人口10万人あたりの自殺者数）がよく用いられます。警察統計と人口動態統計がありますが、表のような違いがあります。たいていの場合、警察統計の方が多くなります。自殺の名所があるような地域（たとえば山梨県）ではさらに警察統計の数が大きくなります。
	
	警察統計(警察庁)
	人口動態統計(厚生労働省)

	調査対象
	総人口(日本における外国人も含む)
	日本における日本人

	調査時点
	発見地を基準に発見時点で計上
	住所地を基準に死亡時点で計上

	事務手続き
	捜査等により、自殺であると判明した時点で自殺統計原票を作成し計上
	自殺、他殺、事故死のいずれか不明の時は自殺以外で処理


(2) 標準化死亡比・年齢調整死亡率
一般に、年齢が高い方が自殺率が高い傾向があるため、高齢化が進んだ地域ほど自殺率が高くなってしまいます。年齢の影響がないように人口構成を揃えて求めたものが標準化死亡比と年齢調整死亡率です。
	
	標準化死亡比（SMR)
	年齢調整死亡率

	年齢調整
	対象地域の年齢構成に合わせる
	基準人口(全国)の年齢構成に合わせる

	使用データ
	全国　　：年齢別自殺死亡率
対象地域：年齢別人口、全自殺者数
	全国　　：年齢別人口、全人口
対象地域：年齢別自殺死亡率

	数値の性質
	全国と対象地域との比
（全国を100とする）
	調整後の自殺死亡率
（人口10万人あたりの自殺者数）


２．指標を用いる際の注意点
(1) 人口が少ない地域の場合、変動が大きくなるので数年間の平均値を使う
市町村などでもともとの人口が少ないと、1人の増減だけでも自殺率が大きく変動してしまいます。そうした場合は、5年程度の自殺者数の平均値を使うなどの工夫が必要です。
都道府県など大きな地域であっても、月間自殺者数になると、数が小さいために、同じように変動が大きくなってしまうので、注意が必要です。
(2) 対策の短期的な成果指標としては他の指標を考える
(1)の理由から自殺者数などは短期的な対策の指標には不向きですので、より頻度の高い指標を考えましょう。欧米では自殺者数に代わって、自殺未遂者数が使われることが多いようです。そのほか、自殺を考える人の数、悩みを相談できないでいる人の数、など、対策に合わせた指標を考えるようにしましょう。

「皆さんも標準化死亡比を計算してみましょう！」
＜準備するもの＞
①全国の年齢別自殺死亡率・・内閣府自殺対策のホームページに掲載されています（平成23年についてはまだ警察統計のみの掲載です）
　（http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/toukei/index.html）
②皆さんの市町村の年齢別人口
③市町村の自殺者数
＜計算方法＞
④皆さんの市町村での自殺者数期待値を求めます（①と②を使います）
　市町村自殺者数期待値＝（～19歳市町村人口×～19歳全国自殺率）＋（20-29歳市町村人口×20-29歳全国自殺率）＋・・＋（80歳～市町村人口×80歳～全国自殺率）
⑤標準化死亡比を求めます・
　標準化死亡比＝③市町村の自殺者数÷④市町村自殺者数期待値
＜結果の解釈＞
　全国を100としていますので、たとえば標準化死亡比＝130なら全国より3割多いということです。
※注意１：人口が少ない市町村では5年間くらいの自殺者平均値で求めたほうがよい
※注意２：全国のデータと市町村のデータで、統計の種類が同じになるようにしてください（警察統計と人口動態統計をまぜこぜにしない）。
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平成23年警察統計による福島県の標準化死亡比
	年齢
	全国の年齢別
自殺死亡率(①)
	福島県の年齢別人口(②)
	全国と同じ自殺率とした場合に福島県で想定される年齢別自殺者数(④)

	0-19
	2.72
	3.69
	10.0

	20-29
	23.80
	1.83
	43.6

	30-39
	25.37
	2.43
	61.7

	40-49
	29.46
	2.40
	70.8

	50-59
	33.83
	2.86
	96.8

	60-69
	30.16
	2.79
	84.1

	70-79
	27.64
	2.18
	60.4

	80-
	28.02
	1.67
	46.7

	合計
	
	
	474.1


(③)警察統計による福島県の自殺者数＝525人
⇒　(⑤)福島県の標準化死亡比＝525÷474.1＝110.7 
